
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

福井大学文京キャンパス 総合研究棟Ⅰ 13 階会議室にて 

エネ研は福井大学およびふくい未来技術創造ネットワーク推進協議会の共催を得て去る 10 月 28 日、第 12 回

研究報告会を開催しました。 

エネ研が平成 21 年度に実施した多くの研究テーマから 8 テーマを 

選定し、その研究成果を発表するとともに、参加者との意見交換な 

どを行いました。 

 

 

 

 

無農薬・高栄養価等の高付加価値作物を天候や

場所にとらわれずに連続生産できる植物工場に適した高生長・高生産

の品種開発を目的に、葉菜類などの野菜の組織培養とイオンビーム育

種を組み合わせた育種技術開発および栽培環境条件の最適化を検討

しています。 

これまでレタスでは、イオンビ

ーム照射した 50 品種から 6 品

種を選抜し培養条件を確立しま

した。最終的には、従来品種と

比べ 2 割程度の高生長性を示す

品種の登録を目指しています。 

研究テーマ名 

イオンビームによる植物工場用野菜の新
品種開発 
畑下昌範 （エネ研 生物資源グループ） 

同一栽培条件による生長速度の品種間差 

 

 

 

 

 

 

 

カニやエビの殻に含まれる N-アセチルグル

コサミン（NAG）は、ヒアルロン酸の合成促

進による変形性関節症の改善効果や美肌効果

が期待される素材です。一方、NAG の一般的

な製造工程は、煩雑かつ大量の劇薬使用が問

題です。 

そこで、キチン分解細菌を用いた NAG 製造

技術の開発を進め、これまで、イオンビーム

照射による NAG 代謝欠損株・キチン分解能

力の高機能化変異株の取得、実験室レベルで

の発酵・精製技術の確立に成功しました。 

今後、生産工程の最適化と工業スケールでの

製造試験を実施するとともに、NAG を使用し

た健康食品や化粧品等の商品化を進めていき

ます。 

研究テーマ名 

イオンビーム照射によ
るキチン分解細菌変異
株を用いたＮ-アセチル
グルコサミン製造技術
開発 
能登亜有美 氏（㈱エルローズ） 

研究成果を広く地域に！第１２回研究報告会開催！ 

発 表 テ ー マ 紹 介 

 
閉会挨拶 

 

 

 
 

エネ研は、平成 14

年度から平成 21 年度までに前立腺が

ん、肝細胞がん、非小細胞肺がんの患者、

計 62 名に対して陽子線照射を実施し、

現在は経過観察を行っています。 

本研究成果を基に、福井県は平成 23 年

3 月の運用開始を目指して県立病院に

陽子線がん治療センターを整備中です。 

 

研究テーマ名 

陽子線がん治療臨床研究の成果 
山本和高 （エネ研 粒子線医療研究グループ） 

［福井県陽子線がん治療センター］ 

完成した治療室３ 回転ガントリー室 

 
開会挨拶 
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詳細は、ホームページ上の報告集または予稿集でご覧いただけます 

 

 

 

 

ズワイガニの年齢は従来、脱皮齢と脱皮

間隔から評価されてきました。本研究では、外骨格に含まれ

るラジウム228とトリウム228の放射能をエネ研のゲルマ

ニウム半導体検出器で測定（放射性同位元素分析）し、両者

の放射能比で脱皮から採集時までの外骨格年齢を算出しまし

た。その結果、従来の評価方法を追認しました。 

研究テーマ名 

放射性同位元素分析による 
ズワイガニの年齢評価 
今攸 氏 （エネ研 元協力研究員） 

 

 

 

 

 

 

太陽熱エネルギーを利用した高効

率熱交換器の設計に必要な性能評価解析ツールの検証

のため、エネ研の 10kW 大型太陽炉で試験と解析を行

い、解析精度を評価しました。 

本試験における試験結果と解析結果の一致から、実機で

も当該解析ツールは使用可能であると結論付けました。

今後、太陽熱ガスタービン発電サイクル等の実機レベル

で、熱交換器設計への適用を図る予定です。 

研究テーマ名 

太陽熱エネルギー利用によ

る熱交換器設計要素技術の

検証試験 

大久保剛 氏 （三菱重工業㈱ ） 

10kW 大型太陽炉 熱交換器外観 

 

 

 

 

 

従来の高分子・化学アクチュエータの

研究例の大半は、イオノマーとしてパーフルオロスルホ

ン酸膜を用い、電極層として貴金属を無電解メッキした

ものの検討です。しかし、パーフルオロスルホン酸膜は、

耐薬品性、耐熱性、耐放射線性、力学強度に欠け、イオ

ノマー膜と金属電極層の伸縮度の違いによる電極の破

壊の問題等があります。 

そこで、次世代の駆動原理としてアクチュエータの高性

能化を図るため、耐薬品性、耐熱性、耐放射線性、さら

に力学強度を有するイオノマー膜の創製と、伸縮性電極

材を用いた従来の直接的なメッキによらない電極接合

による方法から、アクチュエータの創製を目指していま

す。これまで、ポリイミドスルホン酸を用い伸縮性電極

材を接合したアクチュエータを作製し、良好に作動する

ことを確認しました。 

研究テーマ名 

高分子電解質および電極構造

の制御による化学アクチュエー

タの創製 

庄司英一 （福井大学 工学部 准教授） 

ポリイミドスルホン酸（R：芳香族系ジアミン類） 

 

 

 

 

最近の研究で、がん腫瘍内の低酸素領域に

は、がんの悪性化に関与する多数のがん幹細胞が存在する可

能性が示唆されています。一方、文献では、低酸素下にある

細胞への放射線照射の効果は、陽子線と X 線で変わらないと

されてきました。 

そこで、腫瘍内の低酸素領域の分

布とがん幹細胞の分布、低酸素が

ん細胞への X 線照射と陽子線照

射の各治療効果を比較検討しま

した。 

その結果、がん幹細胞は低酸素領

域に多く存在できる可能性が示

されるとともに、陽子線の方が低

酸素状態に置かれた細胞の照射

に対して効果的である可能性が

示されました。 

研究テーマ名 

低酸素領域がん幹細胞を標的とした

陽子線がん治療 

吉井 裕 （福井大学 医学部 准教授） 

：腫瘍内の低酸素領域が

赤く示される 

 

 

 

 

 

現在流通している蛋白質性医薬品は、

無限増殖能を獲得して増殖抑制能を失った動物培養細胞株

から生産されますが、培養器の能力を超えて過剰増殖した場

合、細胞の大量死と生産性の著しい低下が問題です。細胞が

一定密度以上で増殖抑制する性質を持てば、培養の長期化が

可能となり、生産性の向上が期待できます。 

そこで、培養細胞株に放射線を照射して突然変異を誘発し、

高密度条件下で増殖が抑制される変異株を選抜したところ、

X 線を照射した細胞から、高密度状態で増殖抑制能力を獲得

した可能性の高い 2 系統が得られました。また、陽子線、

炭素線を照射した細胞からも選抜作業を続けています。 

研究テーマ名 

細胞増殖制御の可能な工業用

動物細胞の育種 

高城啓一 （エネ研 生物資源グループ） 
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福井県国際原子力人材育成協議会の第３回会合が１０月２９日（金）、福井県若狭湾エネルギー研

究センターで開催されました。 

今回は、文部科学省、経済産業省から国際的な原子力政策にかかる近況について説明を受けるとと

もに、来年４月に開設する福井県国際原子力人材育成センター（仮称）の執行体制や事業内容などを

活発に議論し、運営組織のあり方や原子力発電導入国向け研修の内容等について、出席委員より貴重

な意見を賜りました。 

 来年２月ごろに次回の会合を開催し、「福井県国際原子力人材育成センター（仮称）の構想（案）」

を審議予定です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県国際原子力人材育成協議会 
第３回会合を開催しました。 

旭副知事（エネ研理事長）挨拶 活発な議論の様子 

 
福井未来技術セミナーを開催しました。 

エネ研と関西電子ビーム㈱が主催する「電子線照射技術セミナー」が１０月１日（金）、美浜町の同

社新社屋にて開催されました。 

セミナーでは、電子線照射による高分子材料の機能付与・改質などの最先端技術についての専門家

による講演や、電子線を用いた研究開発事例のパネル展示が行われるとともに、参加者には電子線照

射施設が初披露されました。今後、本施設を利用した産業創出が期待されます。 

 

講演：「繊維分野への電子線照射利用」 福井大学 教授 堀照夫氏 

「食品照射の理解を求めて」   中国学園大学 教授 多田幹郎氏  

「材料改質への電子線照射利用」 関西電子ビーム株式会社 技術顧問 幕内恵三氏 

参加者：約１６０名 

主催：㈶若狭湾エネルギー研究センター、関西電子ビーム㈱  共催：関西電力㈱ 

講演（電子線照射利用の紹介） 

 

電子線照射施設のイメージ図 



 

 

 

 

【北陸技術交流テクノフェア 2010 に出展しました。】 

 

福井商工会議所が主催する「北陸技術交流テクノフェア 2010」が 10 月 21 日（木）～22

日（金）、福井市の福井県産業会館で開催されました。 

加速器（模型）やレーザを用いた水中切断用加工ヘッド及び切断片などエネ研独自の研究成果

の他にも、地域イノベーションクラスタープログラム都市エリア型（ふくい若狭エリア）の各Ｗ

Ｇの研究成果を展示して、多くの来訪者に成果をＰＲしました。 

とりわけ、ヒートパイプを使った融雪装置や陽子線がん治療研究など生活密着型の研究は、多

くの方々に興味・関心を持って頂きました。 

県立病院陽子線がん治療セン
ターは来年３月オープンです。 

ヒートパイプの適用は、住
宅、防火水槽、オブジェにも。 

技術展示会に出展しました。 

【しんきんビジネスフェア「北陸ビジネス街道 2010」に出展しました。】 

 

北陸三県の信用金庫が主催する「しんきんビジネスフェア」が 10 月 15 日（金）、石川県金

沢市の石川県産業会館で開催されました。 

小型太陽炉や低収縮性和紙で作った金屏風などエネ研独自の研究成果の他にも、地域イノベー

ションクラスタープログラム都市エリア型（ふくい若狭エリア）の各ＷＧの研究成果を展示して、

多くの来訪者に成果をＰＲしました。 

とりわけ、今夏のＴＶ放映で注目を浴びた太陽炉の研究は、クリーンなエネルギーの選択肢を

増やすものとして、多くの方々に興味・関心を持って頂きました。 

太陽炉には、薄くて軽いフレ
ネルレンズを使っています。 

植物工場に適した、高成長性の
野菜育種を研究しています。 

平成２２年１１月●日発行 

 


